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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

国
家
石
油
備
蓄
の
貯
油
状
況
及
び
財
政
見
通
し
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
六
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一
年
四
月
十
八
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衆 

議 

院 

議 

長 

坂 
田 

道 

太 
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提 

出 
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川 

崎 

寛 

治 

 

一 

 



 

近
年
、
国
際
石
油
市
場
に
お
い
て
は
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
カ
ル
テ
ル
が
崩
壊
し
、
原
油
価
格
の
低
下
と
石
油
需
要
の 

 
 

低
迷
が
続
い
て
い
る
。
我
が
国
に
お
い
て
も
、
昭
和
五
十
四
年
度
以
降
、
石
油
需
要
が
長
期
に
わ
た
つ
て
減
少
し 

 
 

て
い
る
う
え
に
、
最
近
、
原
油
価
格
の
低
下
及
び
円
高
が
急
速
に
進
み
、
石
油
税
収
が
著
し
く
減
少
し
て
い
る
。 

一 

備
蓄
容
量
に
つ
い
て 

以
上
の
こ
と
は
、
石
油
備
蓄
の
意
義
の
稀
薄
化
及
び
国
家
石
油
備
蓄
の
財
源
不
足
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、 

 
 

国
家
石
油
備
蓄
政
策
の
見
直
し
（
三
、
〇
〇
〇
万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
目
標
の
検
討
、
民
間
タ
ン
ク
借
上
げ
増
大
及
び
国 

 

備
基
地
建
設
縮
小
の
検
討
）
は
、
緊
急
を
要
す
る
と
考
え
る
。 

 
1 

昭
和
五
十
四
年
乃
至
六
十
年
（
暦
年
）
の
一
日
当
た
り
石
油
内
需
量
は
、
そ
れ
ぞ
れ
何
万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル 

 
 

従
つ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

国
家
石
油
備
蓄
の
貯
油
状
況
及
び
財
政
見
通
し
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

二 

石
特
会
計
に
つ
い
て 

1 

昭
和
五
十
九
年
八
月
八
日
提
出
の
質
問
主
意
書
（
質
問
第
四
九
号
）
に
対
す
る
答
弁
書
（
昭
和
五
十
九
年
八 

 

月
二
十
八
日
）
に
は
、
新
規
の
国
家
石
油
備
蓄
基
地
の
着
工
に
つ
い
て
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
や
中
長
期
的 

 
 

3 

昭
和
六
十
年
度
末
時
点
の
化
海
道
共
同
石
油
備
蓄
基
地
の
貯
油
状
況
（
タ
ン
ク
容
量
、
タ
ン
ク
基
数
、
公 

 
 

団
の
油
及
び
民
間
の
油
の
そ
れ
ぞ
れ
の
貯
油
タ
ン
ク
基
数
・
貯
油
タ
ン
ク
容
量
・
実
質
貯
油
量
）
は
、
ど
う 

 
 

 

な
つ
て
い
る
か
。 

2 
昭
和
六
十
年
度
末
時
点
の
民
間
タ
ン
ク
余
裕
容
量
（
総
容
量
か
ら
九
十
日
備
蓄
に
必
要
な
容
量
を
控
除
し 

 

た
も
の
）
は
何
万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
か
。
ま
た
、
六
十
年
度
末
時
点
に
は
、
民
間
タ
ン
ク
の
借
上
げ
を
通
じ
て 

 
 

 

一
、
三
六
九
万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
（
実
質
貯
油
量
）
の
国
家
石
油
備
蓄
を
行
つ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
要
し
て
い
る 

 
 

民
間
タ
ン
ク
容
量
は
何
万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
か
。 

か
。 

四 

 



 

5 

近
年
の
石
油
情
勢
に
鑑
み
、
1
及
び
2
の
中
長
期
的
検
討
の
破
綻
は
、
石
油
税
引
上
げ
に
よ
つ
て
で
は
な 

 

く
、
三
、
〇
〇
〇
万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
国
家
石
油
備
蓄
目
標
量
の
縮
小
な
い
し
民
間
タ
ン
ク
借
上
げ
の
国
家
備
蓄 

 

4 

最
近
の
原
油
輸
入
価
格
（
一
バ
レ
ル
二
〇
ド
ル
）
及
び
為
替
レ
ー
ト
（
一
ド
ル
一
八
〇
円
）
の
水
準
が
続
い
た

場
合
、

1
及
び

2
の
中
長
期
的
検
討
は
破
綻
を
き
た
し
、
あ
く
ま
で
志
布
志
国
家
石
油
備
蓄
基
地
建
設
を
進 

 

め
る
た
め
に
は
、
石
油
税
引
上
げ
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
ど
う
か
。 

3 

右
の

1
並
び
に
2
の
中
長
期
的
な
財
源
事
情
の
検
討
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
原
油
輸
入
価
格
及
び
為 

 

替
レ
ー
ト
を
い
く
ら
に
設
定
し
て
い
る
か
。 

2 

現
在
、
中
長
期
的
な
財
源
事
情
の
検
討
は
、
何
年
度
ま
で
行
わ
れ
て
い
る
か
。 

な
財
源
事
情
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
判
断
す
る
旨
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
志
布
志
国
家
石
油
備 

 
 

蓄
基
地
が
同
年
九
月
、
立
地
決
定
さ
れ
た
。
右
答
弁
書
か
ら
判
断
す
る
と
、
そ
の
際
、
中
長
期
的
な
財
源
事 

 
 

 

情
が
検
討
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
何
年
度
ま
で
の
検
討
で
あ
つ
た
か
。 

五 

 



 

 

六 

へ
の
組
入
れ
に
よ
つ
て
解
決
す
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
方
法
は
一
切
検
討
し
な
い
の
か
。 

6 
4
で
石
油
税
引
上
げ
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
場
合
、
石
油
税
の
税
率
が
石
油
税
法
に
よ
つ
て
法
定
さ
れ
て
い 

 

る
以
上
、
税
率
引
上
げ
を
内
容
と
す
る
石
油
税
法
改
正
案
が
国
会
を
通
過
す
る
ま
で
、
志
布
志
国
家
石
油
備 

 
 

蓄
基
地
の
建
設
は
中
断
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


